
令和８年度 防衛関係予算のポイント（概要）

○ 令和８年度の防衛関係予算は９兆353億円を計上。

○ 新規契約額は、８兆8,459億円を計上。

○ 「防衛力整備計画」の４年目の予算として、これまでの事業の進捗状況

等も踏まえ、８兆8,093億円を計上。

○ 無人アセットによる防衛体制構築など、防衛力の抜本的強化を引き続き

推進するため、新規契約額は、８兆2,607億円を計上。

○ 若年定年退職者への給付金の支給水準の引上げや、厳しい環境下での

訓練や共同訓練の指揮統制等に長時間従事する隊員に対する手当の

拡充など自衛官の処遇改善を進めることで、自衛隊の人的基盤を強化。

防衛力整備計画対象経費

ＳＡＣＯ・米軍再編関係経費

総 額 【防衛関係予算の推移】

（注）上記の計数は、防衛省が所管する経費に、防衛省のシステムに係るデジタル庁所管経費を含めたもの。なお、防衛省のシステムに係るデジタル庁所管経費を除いた
防衛省所管の防衛関係費は８兆9,843億円。
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記 事 解 禁

令和８年度予算政府案閣議決定後

○ 移設事業等を着実に推進するため、2,260億円を措置。


